
授業科目(ナンバリング) 
精神保健福祉援助実習 A 

（DB418) 
担当教員 齊藤晋治・星野秀治・丸山貴志 

展開方法 実習 単位数  2単位 開講年次・時期 4年・集中 必修・選択 選択 

授 業 の ね ら い  

アクティブ・ 

ラーニング 

の 類 型 

  この科目では、ディプロマポリシーに照らし、周りの人々を巻き込んで、協力して課題解決に向けた

方策を立案し、課題解決策を着実に実行できるようになることをねらいとする。 

精神保健福祉援助実習を通して、精神保健福祉援助並びに障害者等の相談援助に係る専門的知識と技

術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。精神保健福祉援助実習を通して、精

神障害者のおかれている現状を理解し、その生活実態や生活上の課題について把握する。精神保健福祉

士として求められる資質、技能、倫理、自己に求められる課題把握等、総合的に対応できる能力を修得

する。総合的かつ包括的な地域生活支援と関連分野の専門職との連携のあり方及びその具体的内容を実

践的に理解する。 

⑫ 

 

ホスピタリティ

を構成する能力 
学 生 の 授 業 に お け る 到 達 目 標 評価手段・方法 評価比率 

専門力 

利用者やその関係者の問題解決能力を高めるような援助の仕方を理

解できる。 

コミュニティの中での実習施設・機関の役割や位置づけを理解でき

る。 

実習先の評価 
 
実習先の評価 

   8％ 

 

   7％ 

情報収集、 

分析力 

利用者の特性を理解し、個別のニーズを把握するよう努力することが

できる。 
実習先の評価   20％ 

コミュニケーシ

ョン力 

利用者やその関係者、施設・機関・事業者など良好な人間関係を築く

ことができる。 
実習先の評価   20％ 

協働・課題解決

力 

実習生にふさわしい態度・行動をとることができる。 

精神保健福祉士としての職業倫理、就業に関する規定を学び、組織の

一員として行動することができる。 

実習先の評価 
 
実習先の評価 

  15％ 

 

    15％ 

多様性理解力 

利用者やその関係者の問題解決能力を高めるような援助の仕方を理

解できる。 

コミュニティの中での実習施設・機関の役割や位置づけを理解でき

る。 

実習先の評価 
 
実習先の評価 

  15％ 

出  席 受験要件 

合  計 100％ 

評価基準及び評価手段・方法の補足説明   

 実習先施設・機関の評価に基づき、評価する。 

 日々の活動や実習ノートを通して適宜スーパービジョンが行われ、フィードバックとなる。 

授 業 の 概 要 

 精神保健福祉士養成カリキュラムに沿った実践的教育科目である。 

本学では、社会福祉士国家資格を基礎として精神保健福祉士国家資格が成立すると考えている。したがって「相談

援助実習」を履修済みであることが「精神保健福祉援助実習 B」「精神保健福祉援助実習指導ⅡA・ⅡB」履修の要件で

ある。そこで社会福祉士の「相談援助実習」を履修しているものとして、「相談援助実習」履修に係る精神保健福祉援

助実習の免除を組み入れ、「精神保健福祉援助実習 B」の時間数を設定している。 

しかし、既に社会福祉士を資格取得している社会人編入生などで、精神保健福祉援助実習の免除が可能でない場合、

「精神保健福祉援助実習 B」「精神保健福祉援助実習指導ⅡA・ⅡB」に加えて「精神保健福祉援助実習 A」を履修でき

ることとする。 

精神保健福祉援助実習 Aでは障害福祉サービス事業所や行政機関等での実習 60時間以上の実習が必要となる。 

実習中は実習指導者が提示した実習プログラムを基に展開され、実習指導者のフィードバックを受ける。 

この授業の標準的な 1コマあたりの授業外学修時間は 45分とする。 



教 科 書 ・ 参 考 書 

教科書：日本精神保健福祉士養成校協会編『精神保健福祉援助実習指導・実習（第 2版）』、中央法規、2015年． 

参考書：特に指定しない 

指定図書：日本精神保健福祉士養成校協会編『精神保健福祉援助実習指導・実習（第 2版）』、中央法規、2015年． 

授業外における学修及び学生に期待すること 

報告、連絡、相談を迅速に行うこと。 

 実習では様々な立場のたくさんの方々と出会うことになります。自分自身をしっかり見つめながら、真摯に、誠実に、

謙虚に、そして積極的に、責任を持って取り組んで下さい。 

テ ー マ 授 業 の 内 容 予習・復習 

実習（60時間） 

地域の障害福祉サービス事業を行う施設での実習を通して、次に掲げる

事項をできる限り経験し、実習先の実習指導者による指導を受ける。 

ア．利用者やその関係者、施設・機関・事業者・団体住民やボランティア

等との基本的なコミュニケーションや人 

との付き合い方などの円滑な人間関係の形成 

 イ．利用者理解とその需要の把握及び支援計画の作成 

 ウ．利用者やその関係者（家族・親族・友人等）との支援関係の形成 

 エ．利用者やその関係者（家族・親族・友人等）への権利擁護及び支援

（エンパワーメントを含む）とその評価 

 オ．精神医療・保健・福祉に係る多職種連携をはじめとする支援におけ

るチームアプローチの実際 

 カ．精神保健福祉士としての職業倫理と法的義務への理解 

 キ．施設・機関・事業者・団体等の職員の就業等に関する規定への理解

と組織の一員としての役割と責任への理解 

 ク．施設・機関・事業者・団体等の経営やサービスの管理運営の実際 

 ケ．当該実習先が地域社会の中の施設・機関・事業者・団体等であるこ

とへの理解と具体的な地域社会への働きかけとしてのアウトリー

チ、ネットワーキング、社会資源の活用・調整・開発に関する理解 

 以上の学習を進めるため、利用者とのコミュニケーションを図り、実習

指導者とディスカッションを行い、支援計画をプレゼンテーションする。 

 

実習ノート（記録）

に書いた内容に対し

て洞察し、自身の考

えを深めていく。実

習指導者の指示に従

うこと。 

 

 


